





最 近飲用水 の汚染 が進んで いるため、お い しく、体 に良 い水 は国民 的要求 と
な って いる。そ こで、種 々の浄化装 置が市 販 され てい るが、学術 的 に研 究 され
た例 は少な く、 クラスターの測定はNMRを 用い た間接 的 な方法 であ り、 生理
活性水 の科 学的研 究が強 く要請 されてい る。そ こで、 当研 究室 の健康 科学研 究
の 一環 として、 飲用水 の クラスターの定量 に新 しい手法(液 体 イオ ン化質 量分
析法)を 応用 して、 クラスターの定量 を試 み るこ とを目的 と して いる。
手始 め に、エ タ ノール水 溶液(20%)の クラス ター測定 を試み た結果、エ タノ
ール と水 の クラス ターの分布図 が得 られ、 可能性 がつかめた。
目的
新 しい液体 イオ ン化 質量分析法 を用 いて、大気 中で液体試料 をイオ ン化 し、
水 やエ タ ノール水 溶液 な ど水素結合 を作 りやす い化合 物は液体 中にどの程度 の
大 きさの クラス ター として存在 するかを明 らか にす る。
結 果
6月 までの実験 を通 して測定 を何度 か行 ったが、まだ まだ クラス ターの状態 に
ば らつ きが多 く条件 を決 め るまで は至 らなか った。 しか し、 まれ に理 論値 にか
な り近づ いた結 果 が測 定 され るこ とがあ ったが、条件 が決定 され てい ない状態
の結 果で あ り、水一 エ タノール ク ラス ター の分 布状態 な ども一定 した結果 が得
られて いなか った ため に、 は っき りとその条件 で確 定 した とはい うこ とがで き
なか った。 また、条 件決 めが難 しい とい う点で は測 定時 ビ ンホール に対 し放 電
が起 きて しま うと装置 自体 をパー ツご とに磨 くな どの作業 をす る必要 があ り、
再 度組 み立て た後 も2～3日 は安定 す るまで様子 を見 る必 要があ る、試料 の イ
オ ン化 の ため の針 先の状 態、 アル ゴ ンガスの流量 、試料 の流 量、極 々小 さな範
囲で の針 先の操 作 な どがあ り6月 までの実験 では条 件確定 まで には至 らな か っ
た。
しか し、理 論値 に近い結果が得 られ たこ とか ら、条件 決め次第で は可能性 が十
分 にあ ると推 察 され る。また、理論値 に100%合 致 してい る結果 はなかなか得 ら
れ る ものではない ため、 ある程度の範 囲での条件 決めが現実的だ といえる。
これ までの測定の試みの 中で 血 ガス600mllh、 エ タノール水溶液(20%)
9μ1!minで 行 った実験の 内の一回 が理論値 に近 づけ、その ときの クラス ター分






























































東京薬科大学 との共 同研 究 につ いて、継続 して行 って い きたいのです が来年度 の研 究室
配属 人数 と研究 テーマ を考慮 した結果、来年度 に関 して は見合 わせ る とい う結論 に至 りま
した。 その 旨、宜 しくお願 いいた します。
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